
dz年
あ
計
一
ト
グ
丑
μ

の

再一借
り
の
碕
百
一李
J

一扇
げ
ま
し
た
。

今
年
ほ

w

一
年
生
H

O

F
Wば
る
を
H



夫次

玉川村長

車田

豊
か
さ
を

実
感
で
き
る
村
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
村
氏
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
る
と
共
に

ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
c

昨
年
は
、
村
政
各
般

に
わ
た
り
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力

を
い
た
だ
き
お
か
げ
さ
ま
で
村
政

が
順
諜
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
こ
と
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。
又
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
や
空
き
缶
拾
い
な
ど
ゴ
ミ
の
な

い
美
し
い
村
づ
く
り
の
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
引
き
続
き
職
責
の
重
大

き
に
身
を
引
き
締
め
な
が
ら
初
、
心

に
帰
り
一
層
対
話
を
進
め
な
が
ら

「
未
来
の
夢
」
実
現
の
た
め
、
村
氏

一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
を
実
感
出

来
る
村
づ
く
り
に
向
か
っ
て
着
実

に
前
進
す
べ
く
決
意
を
持
つ
て
新

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ

て
内
外
経
済
情
勢
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
経
済

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

村
氏
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
村
議
会
議
員
の
改
選

が
あ
り
、
私
も
議
長
と
い
う
重
責

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
村

民
各
位
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な

り
、
ス
ム
ー
ズ
な
議
会
運
営
が
で

ま
し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
と
年
号
を
改
め
ま
し
て
九

年
日
を
違
え
、
我
が
玉
川
村
も
空

港
を
核
と
し
て
、
日
々
変
貌
を
見

て
お
り
ま
す
が
、
経
済
情
勢
は
、

依
然
と
し
て
長
い
ト
ン
ネ
ル
か
ら

脱
出
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
c

今
、
我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化

社
会
が
急
速
に
進
行
中
で
あ
り
、

二
十
一
世
紀
を
見
据
え
た
諸
施
策

を
展
開
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

設
が
村
に
お
い
て
も
、

地
方
分

構
造
の
空
消
化
な
ど
社
会
情
勢
に

お
い
て
も
、
国
際
化
」
骨
反
情
報
化
、

更
に
高
齢
化
、
価
値
観
の
多
様
化

な
ど
大
き
な
変
革
の
時
代
を
背
景

に
、
行
政
の
需
要
は
増
大
し
、
質
的

に
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
、

指
烏
県
の

雫
の
玄
関
口
と
し
て
の
空
港
周
辺

整
備
事
業
、
人
間
創
造
の
形
成
を

基
本
理
念
と
す
る
あ
ぶ
く
ま
新
高

原
都
市
構
想
、
東
京
一
極
集
中
の

是
正
と
、
多
極
分
散
型
国
土
形
成

に
対
応
し
た
首
都
機
能
移
転
の
受

け
皿
づ
く
り
な
ど
大
き
な
課
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

産
・
学
・
住
が
有
機
的
に
結
合
し
た

新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
指

す
郡
山
地
域
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想

や
テ
ク
ノ
パ

l
ク
整
備
構
想
、
更

に
高
速
交
通
時
代
に
対
応
し
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
ハ
イ
ウ
ェ

i
、
F
I

T
構
想
、
民
活
に
よ
る
温
泉
ボ
ー

リ
ン
グ
、
遊
の
時
代
に
対
応
す
べ

く
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
構
想
な
ど
、

将
来
を
期
す
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
現
に
向
け
て
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

間
近
に
せ
ま
っ
た
二
十
一
世
紀

を
展
望
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
第
四
次
玉
川
村
振

興
計
画
の
実
現
の
た
め
鋭
意
努
力

を
傾
注
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

権
の
対
応
、
首
都
機
能
移
転
の
受

皿
づ
く
り
、
空
港
の
国
際
化
、
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
ハ
イ
ウ
ェ
イ
1
等
々
、

大
き
な
課
題
が
山
積
す
る
中
で
、

「
豊
か
で
、
住
み
よ
い
、
新
呼
吸
す
る

玉
川
」
を
日
指
し
、
着
実
に
前
進

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
り

産
業
の
振
興
、
福
祉
施
策
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
対
応
、
上
下
水
道
の

整
舗
、
道
路
網
の
整
備
、
総
合
運

動
公
留
の
建
設
等
、
重
要
事
業
が

許
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

が
推
進
に
あ
た
り
ま
し
で
は
、
村

民
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
な

く
し
て
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
c

議
会
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
こ

れ
ら
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

尚
一
一
層
の
研
鎮
に
努
め
、
村
氏
の

皆
様
と
共
に
、
住
み
よ
い
郷
土
づ

く
り
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
む

2 

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
緑
豊
か
な

景
観
を
保
ち
つ
つ
、
七
つ
の
新
し
い

地
域
づ
く
り
、
い
わ
ゆ
る

d
p空
港

都
市
づ
く
り
、
庁
新
H

産
業
づ
く
り
、

4
T
交
通
網
づ
く
り
、
ぷ
ヂ
生

活
環
境
づ
く
り
、

d
p
人
づ
く
り
、

庁新
μ

み
ど
り
づ
く
り
、
庁
新
ι
核

づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

今
年
の
重
点
事
業
と
し
て
、
空

港
関
連
周
辺
整
備
、
道
路
網
の
整

備
、
付
加
価
値
農
業
の
確
立
、
商

工
業
の
育
成
、
高
齢
化
社
会
に
向

け
て
の
福
祉
の
充
実
と
健
康
づ
く

り
、
企
業
誘
致
、
村
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
の
総
合
運
動
公
園
整

備
、
水
資
源
確
保
、
今
出
ダ
ム
建

設
促
進
さ
ら
に
時
代
に
対
応
出
来

る
人
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
目
的
達
成
に
向
け
て
最
善
の

努
力
を
尽
く
し
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
本
年
も
村
氏
皆
燥

の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

3 



高
速
船
で
禽
華
山
へ

2
日
目
は
、
ホ
テ
ル
を
出
発
し

て
魚
と
海
岸
を
テ

l
マ
に
し
た

「
マ
リ
ン
バ
ル
女
川
」
を
見
学
。

女
川
湾
の
海
中
探
索
が
体
験
で
き

る
シ
ア
タ
ー
や
海
の
生
物
た
ち
を

立
体
映
像

(
3
D
)
の
迫
力
あ
る

画
面
で
体
験
し
ま
し
た
。

女
川
港
か
ら
金
華
山
ま
で
は
高

川
智
民
号
」

今
年
度
の
お
座
敷
列
車
で
行
く
ふ
れ
あ
い
の
旅
「
玉
川
村
民
号
」
は
、

玉
川
村
と
J
R
磐
城
石
川
駅
主
催
、
玉
川
村
区
長
会
後
援
で
け
月
初
日

(
土
)
か
ら
1
泊
2
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

ω名
が
宮
城

県
の
女
川
町
方
面
へ
の
楽
し
い
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

華
や
か
に
出
発
式

お座敷列車勺墨遊電庁

出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
午
前
8

時
必
分
か
ら
泉
郷
駅
前
で
聞
か
れ

ま
し
た
。
式
で
は
、

車
田
村
長
と

前
田
磐
城
石
川
駅
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
テ
l
プ
カ
ッ
ト
、
花
束
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
3
両
の

車
輔
に
分
散
し
て
乗
車
、
午
前
8

時
日
分
定
刻
に
泉
郷
駅
を
出
発
し

ま
し
た
。

車
内
で
は
、
各
車
輔
毎
に
「
車

内
懇
談
会
」
が
開
か
れ
、
車
田
村

長
か
ら
村
政
全
般
に
わ
た
っ
て
の

講
話
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

列
車
は
、
水
郡
線
か
ら
東
北
本

線
、
石
巻
線
を
通
っ
て
渡
波
駅
に

到
着
。
こ
こ
か
ら
パ
ス
に
乗
換
え

速
船
で
移
動
、
時
速

ω切
で
進

み
ほ
ど
な
く
、
金
華
山
に
到
着
。

金
華
山
で
は
、
寒
さ
の
中
を
黄

金
山
神
社
ま
で
登
り
、
全
員
で

お
被
い
を
受
け
ま
し
た
。
金
華

山
か
ら
再
び
高
速
船
で
塩
釜
港

へ
と
向
い
ま
し
た
。

て、

「石
巻
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
」
を

見
学
。
石
巻
サ
ン
・
フ
ァ
ン
館
は
、

仙
台
藩
士

H

支
倉
常
長
以
ら
一
行
が

日
本
か
ら
初
め
て
の
外
交
使
節
団

(
慶
長
使
節
団
)
と
し
て
中
米
、
欧
州

へ
渡
航
し
た
様
子
を
紹
介
し
た
テ

ー
マ
パ

l
ク
で
す
。
海
辺
に
面
し

思
い
出
い
っ
ぱ
い

そ
し
て
、
帰
路
ヘ

境
釜
市
で
は
、
名
産
の
か
ま
ぼ

こ
工
場
で
、
か
ま
ぼ
こ
の
製
造
過

程
を
見
学
。
見
学
後
は
、
家
族
な

ど
へ
の
お
土
産
品
な
ど
を
買
い
求

め
て
帰
り
支
度
と
な
り
ま
し
た
。

東
北
本
線
の
塩
釜
駅
か
ら
再
び

お
座
敷
列
車
に
乗
り
、
泉
郷
駅
め

ざ
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

帰
り
の
列
車
内
で
は
、
旅
の
疲

れ
も
無
く
、
終
始
カ
ラ
オ
ケ
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
旅
の

締
め
く
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

た
パ

l
ク
内
に
は
、

使
節
団
が
使
用
し

た
船
が
当
時
の
ま

ま
に
復
元
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
威
容

さ
に
ピ
ッ
ク
リ
。

し
ば
し
の
間
の
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

歌
や
踊
り
で
楽
し
い

ホ
テ
ル
に
到
着
し
て
、
夜
の
懇

談
会
が
午
後
6
時
か
ら
聞
か
れ
ま

し
た
。
小
林
教
育
長
の
開
会
の
こ

と
ば
の
あ
と
車
田
村
長
、
仁
井
田

村
議
会
議
員
か
ら
あ
い
さ
つ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
テ
ル
所

在
地
の
女
川
町
の
観
光
課
長
が
訪

れ
て
、
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
と
町
の

紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

森
区
長
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

幽圃圃圃・圃

夜

宴
会
に
な
る
と
、
各
車
輔
の
代
表

者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
飛
び

入
り
の
踊
り
、
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ

会
場
か
ら
は
笑
い
声
の
絶
え
な
い

楽
し
い
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

「
別
世
紀
の
日
本
の
首
都
は
こ
こ
」

あ
ぶ
く
ま
石
川
幻
石
川
地
方
首

都
機
能
誘
致
民
関
連
絡
協
議
会
ら

(
加
納
武
夫
会
長
)
主
催
の
首
都
機
ら

能
移
転
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ロ
月

勝

目
日
(
日
)
午
後
2
時
か
ら
石
川
町

周
伯

母
畑
温
泉
ホ
テ
ル
八
幡
屋
で
開
か

露
間

れ、

5
0
0
人
が
出
席
。
本
村
か

野
山

ら
も
多
く
の
村
氏
が
出
席
し
ま
し
て

た

。

一瞬三
議

ま

前
国
土
庁
長
官
鈴
木
和
美
氏

問
竺

(
郡
山
市
生
ま
れ
)
が
、
「
こ
れ
か
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

ら
ど
う
す
る
首
都
機
能
移
転
」
と
は
、
「
ゆ
め
・
人
間
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

題
し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま
し

1
あ
ぶ
く
ま
へ
の
合
意
ー
を
テ
l

た
。
鈴
木
前
長
官
は
、
「
な
ぜ
今
、
マ
に
、
新
家
健
精
氏
(
福
島
大
学

首
都
機
能
移
転
な
の
か
?
」
を
切
教
授
)
、
有
村
か
お
り
氏

(
T
V
キ

り
口
に
話
さ
れ
、
出
席
者
は
熱
心
ャ
ス
タ

l
)
、
草
野
恵
一
氏
(
ふ
る

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

さ
と
財
団
事
業
部
長
、
玉
川
村
生

ま
れ
)
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、
加

納
武
夫
会
長
の
コ

l
デ
ィ
ネ
イ
ト

で
行
わ
れ
ま
し
た
口

首
都
機
能
移
転
の
必
要
性
や
移

転
地
が
あ
ぶ
く
ま
地
域
に
な
っ
た

場
合
の
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
パ
ネ
ラ

ー
か
ら
の
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

石
川
地
方
町
村
会
が
後
援
と
な
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

有
村
か
お
リ
なる-え筈

新
家
使
婚
時賓のら

民
)



平成9年 1月広報たまかわ

平
成

8
年
度
第

1
回
玉
川
村
文
化
講
演
会
は
、
講
釈
師
「
五
代
田
一

龍
斎
貞
花
」
師
匠
を
講
師
に
招
い
て
、

M
M
月
刊
は
日
(
木
)
午
後

6
時
ぬ
分

か
ら
マ
、

i
ヴ
ェ
ラ
ス
末
広

2
階
大
ホ
ー
ル
で
間
か
れ
ま
し
た
。
一
襲
爵

貞
花
師
匠
は
、
昨
夏
の
独
演
会
、
本
年

1
月
の
成
人
式
の
記
念
講
演
会

に
続
い
て

3
度
目
の
来
村
と
な
り
ま
し
た
。講

演
会
は
、
く
も
り
の
あ

る
家
庭
」
と
題
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
源
平
盛
衰
記
の
一
節
「
子
は

有
る
も
嘆
き
、
無
き
も
嘆
き
」
か

ら
、
子
供
に
焦
点
を
あ
て
た
教
育

論
な
ど
が
現
在
の
中
国
の
例
な
ど

を
引
き
合
い
に
、
ユ
ー
モ
ア
あ
る

独
特
の
語
り
口
で
観
客
を
魅
了
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
に
伝
わ
る

民
話
「
井
戸
掘
り
γ

の
講
談

も
披
露
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
資
金
と
し
て

貞
花
師
匠
よ
り
寄
付

講
演
柊
了
後
に
、
龍
斎
声
、
花

師
匠
か
ら
来
年
の
エ
ト
を
描
い
た

自
筆
の
色
紙
、
著
書
と
青
少
年
を

健
全
に
育
成
す
る
た
め
の
社
会
福

祉
資
金
と
し
て
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

平成9年 1毘

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

を

慰

問

貞
花
師
匠
は
、
講
演
会
を
前
に

午
後
2
時
か
ら
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
を
慰
問
。
師
匠
は
平
成
2
年
に

愛
知
県
知
事
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

賞
を
受
賞
し
て
お
り
福
祉
活
動
に

は
特
に
積
極
的
で
す
。
こ
の
日
も

利
用
者
な
ど
約
幼
名
を
前
に
笑
い

の
絶
え
な
い
お
し
ゃ
べ
り
で
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ふれあいセンターを慰問する貞花時痘

石
川
雄
一
先
生
の
「
子
育
て
講
演
会
」

6 

庁
無
意
識
に
や
っ
て
る
親
の
行
動
、
か

め
い
た
し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
方

は
、
印
鑑
(
通
帳
と
同
じ
も
の
)
と

口
座
番
号
の
確
認
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
申
告
の
と
き
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

お
馴
染
み
、
日
本
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
石
川
雄
一
先
生
を

講
師
に
招
い
て
の
子
育
て
講
演
会

が
、
ロ
月
ロ

E
(
木
)
午
後
6
時
ぬ

分
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。「

時
間
の
限
ら
れ
た
あ
な
た
に
で

き
る
子
育
て
『
5
分
間
の
接
し
方
が

子
供
を
変
え
る
亡
と
題
し
た
講
演

で
、
石
川
先
生
は
、
「
無
意
識
に
や

っ
て
い
る
親
の
行
動
が
子
供
の
性
格

を
つ
く
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。
ユ
ー

モ
ア
の
あ
る
巧
み
な
語
り
口
や
実
演

に
聴
講
者
の
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
は

笑
い
の
連
続
口
聴
講
者
は
「
と
て
も

楽
し
く
そ
し
て
大
変
た
め
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
口

舗
で魅

了

// 

住
民
税
(
村
県
民
税
)
や
所
得
税
の
申
告
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。
村
で

は
、
「
税
の
申
告
椙
談
」
を

2
月
刊
以
日
か
ら
下
記
の
日
程
に
よ
り
仔
い
ま

す
。
相
談
巳
仁
都
合
の
悪
い
方
は
、
都
合
の
よ
い
巴
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
告
に
感
要
な
も
の

①
印
鑑

②
営
業
な
ど
が
あ
る
方
は
、
出
納

帳
簿
や
関
係
書
類

③
源
泉
徴
収
票
(
給
与
、
恩
給
、

年
金
、
賃
金
な
ど
の
あ
る
方
は
、

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
)

④
平
成

8
年
中
に
支
払
っ
た
損
害

保
険
料
、
生
命
保
険
料
や
個
人
年

金
保
険
料
の
支
払
証
明
書

⑤
医
療
費
の
あ
る
方
は
、
平
成

8

年
中
に
医
療
機
関
へ
支
払
っ
た
医

疲
費
の
領
収
書

③
農
業
近
代
化
資
金
な
ど
の
制
度

資
金
の
借
り
入
れ
が
あ
る
方
は
利

子
支
払
証
明
書

⑦
そ
の
他
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ

広報たまかわ

住
宅
取
得
特
剖
控
除

の
申
告
に
必
要
な
も
の

①
住
宅
用
家
犀
の
登
記
簿
謄
本

②
建
築
工
事
の
請
負
契
約
書

③
住
民
間
一
対
の
写
し

④
金
融
機
関
な
ど
か
ら
交
付
を
受

け
た
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借

入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

⑤
住
宅
取
得
等
特
別
控
訟
額
の
計

算
の
基
礎
に
な
る
住
宅
借
入
金
等

の
年
末
残
高
額
の
計
算
明
細
書

譲
渡
所
得
特
別
控
除
の

申
告
に
必
要
な
も
の

個
人
や
公
的
機
関
に
土
地
や
建

物
を
売
っ
た
場
合
に
は
、
譲
渡
所

得
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
特
別
控

除
を
受
け
る
場
合
に
は
、
売
買
契

約
書
(
個
人
)
や
公
的
機
関
が
発

行
す
る
証
明
書
が
必
要
で
す
。

振
替
納
税
の
お

所
得
税
の
納
付
と
還
付
請
求
は

金
融
機
関
の
預
金
口
座
か
ら
振
替

で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
を
お
勧

午後

20自制

東部
残全域

西部
残全域

奥平上
奥平下

確定
申告蓄

撫
内
一
森
窪

一戸一

奥
仁
一
雀
桜

蟹;尺~
荻ノ日
堂ノ内
八又

午前

業
業
業

富
農
庶

一
笠
宮
一
筆

E

E
H円
立
口
一
斉
目
立
口

石
東
一
む
西

」
，
ィ
一
，
寸
イ

南須葉、

蟹沢~
八又

地区名

所得税

所得税

所得税

住民税

住民税

住民税

草分

38丹

ア日強

10日持

4日CAO

5日悦

6日守tc)

3月

4組~6組

1 組~3組 14*且~7組

1 翻~4組

午後

11組 ~
残全域

11組 ~
残全域

6組~
全残i或

8組 ~
残全域

5組 ~
残全域

1 5組~7組

1 組~5紹

午龍

話ノ菌組
~3組

7組 ~
10組

蒜生・竜崎!蒜笠全域

竜崎

8組 ~
10*J3 

}II 
し-

I }II 

「一一
小高

辺

辺

小高

地震名

中

住民税

{主民税

住民税

住民税

住民税

住民税

住民税

IR分

12巴制

13巴的

14日働

17巴持l

18自制

19自制

2月

残全域

(西部地医)

就業改善センター

(東部地区)

須釜公民館

相談場所
田
沢
弓

新
井
半

山
者
小

東部
全地IR

置

上の
L2、3組

辺
生
一
高

刊
誌
小

西辻新田

山小屋

南

四辻新田

東部地IR
残

西部地芭
毘

高須釜
残金i現

芭全域

山小屋
山新田
青井沢
IJ¥半召

住民税

住民税

住民税

住民税
所得税

住民税
所得税

118eAo 

12 日~J<)

13日射

14日掛

178持

西部地区

1 組~4組

確 定

申告書

寺法山一口

業

業

業

富

農

庶

住民税

25日制

26日制 i 

一一一→27日制

所得税

所得税

所得税

所得税

21包⑥

24日開)
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広報たまかわ

第
一
泊
由
玉
川
村
民
卓
球
大
会

玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
主
催
の
第
日
川
村
民
卓
球
大
会
は
、

川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
小
学
生
か
ら
一
般
の
部
ま
で
あ
名

の
選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、
主
催
者
を

代
表
し
て
玉
川
卓
球
ク
ラ
ブ
の
塩
津
正
勝
会
長
と
草
野
亀
雄
公
民

館
長
か
ら
挨
拶
の
あ
と
競
技
に
入
り
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し

た

。

成

績

は

次

の

と

お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

我妻由香料(須賀川i高校)
塩沢昌夫(須釜中)
)IIEB崇裕(掌石川高校)
i宮ミ子正!蓋(玉)11卓球クラブ)
ち森聖吾(京中)

!J¥針碕ミテ(須釜中)
鈴木聡美(須鐘)11高校)

!J¥原田措(須釜小)
塩沢弘美( か ) 

Jj¥i十広充( か ) 

!J¥針加奈( か ) 

大野名(か)
育韻奈津美(か)

勝

勝

位

第

僅

か

龍

ル

優
準

3

敢

勝

勝

位

賞

優

。

闘

優
準

3

敢

// 

竹
j宋

量闇...す生
み産

の
ぷ拠
・点

成

喧==-
:1u 

玉
川
村
竹
炭
生
産
組
合
(
渡
辺
政
組
合
長
)
で
は
、
北
須

釜
字
来
身
回
に
炭
窯
を
建
設
し
ま
し
た
。
組
合
員
お
名
が
自

ら
工
事
に
従
事
し
て
、
約
一
カ
月
間
の
工
期
で
完
成
。

今
後
、
こ
の
炭
窯
は
、
同
組
合
が
生
産
す
る
「
竹
炭
』
の
他

に
竹
炭
生
産
過
程
で
採
取
さ
れ
る
「
竹
酢
液
』
の
生
産
拠
点
と

な
り
ま
す
。
渡
辺
組
合
長
も
「
組
合
で
は
、
昨
年
か
ら
竹
炭

生
産
を
各
自
の
山
氏
窯
で
生
産
し
て
き
ま
し
た
が
、
新
し
い
輩
出

が
出
来
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
製
品
の
均
一
化
や
量
産
体
制

に
弾
み
が
つ
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

よ

須釜小合唱部が慰問
須釜小学校舎唱部(部員14名)は、村ふれあいセンターを

訪問して、児童とお年寄りの微笑ましいふれあい交流が行
われました。
部員は、お年寄りにfわらベうたjや唱歌を披露したあと、

いっしょにお手玉、竹わりなどの缶承遊びゃゲ ムを楽し
みました。また、歌のほかに指人形を使った人形劇「おお
き芯かぶjを熱演して、お年寄りから大きな拍手をもらい
ました。

今Eの事業について、顧問の三浦先生は「年度初めに合
唱部では、コンクールだけを包標にするのではなくて、ボ
ランティア活動を通して自分たちの歌を聴いてもらおうと
いう邑標をたてていましたjと話し合自の事業の成町を喜
んでいました。

ぉωさんとおばあ，eN!と
いっこじょにこ了一て二二

婦
人
消
防
隊
防
火
教
室

平成9年 1月

玉
川
村
婦
人
消
防
隊
(
角
田
キ
ク
ミ
隊
長
)
で
は
、

防
火
、
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
役
場

南
駐
車
場
を
中
心
に
防
火
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

教
室
に
は
、
婦
人
消
防
隊
の
隊
員
削
名
が
参

加
し
、
須
賀
川
消
防
署
や
村
消
防
団
ら
を
講
師
に

小
型
ポ
ン
プ
を
使
用
し
て
の
実
践
消
火
訓
練
や
消

火
栓
、
泊
火
器
の
使
い
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
役
場
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
の
日
本
開
で

は
、
救
難
救
助
訓
練
と
し
て
、
人
工
呼
吸
の
仕
方

の
実
践
指
導
が
人
形
を
使
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

広報たまかわ

ル表彰

平成8年度第3回 fよい歯のコ

ンク-)レjの表彰式が玉川村保鑓

センターで行われました。

3歳児健康診査の歯科審査で

虫歯のなかった吾ども7人が表

彰されました。

( )内は地区と保護者

8 

石川雅隆
(lJ¥高・和輿)

石
川
地
方
暴
力
団
根
絶
推
進
協
議
会
の
設
立
総
会
が
石

川
警
察
署
で
開
か
れ
、
石
川
地
方
5
町
村
の
関
係
団
体
制

の
代
表
者
が
出
席
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
協
議
会
の
会

則
、
役
員
、
平
成
8
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
の

会
長
に
は
、
会
則
で
石
川
地
方
町
村
会
会
長
が
あ
た
る
こ

と
か
ら
、
関
根
清
寿
氏
(
平
田
村
長
)
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
今
後
、
暴
力
出
の
存
在
を
否
定
し
て
、
地

域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
性
み
よ
い
石
川
地
方
の
実

現
を
目
指
し
て
各
種
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。い栂の無い

村海外派遣団が清掃作業
栄

和久)

優勝
川田崇搭・塩沢勝徳(掌石川高校)

準僅路
i曽喜正麗(玉ク)• i曽吾恵美(須釜中)

3 位
塩沢利率・大野 掌(県石川i高校)
我妻自香利(須高)・我妻久美(須釜中)

敢闘麓
宗形鮪・鈴木誠(須斐中)
石森聖吾・須藤忠英(泉中)

大竹
(岩法寺

鈴木志織里
(中・浩勝)

杉山大輔
(南須釜・隆幸)

草田敬斗
(小高-勉)

小林潤耶
(竜崎・勝広)

玉川村民海外派遣団連絡協議会(石井庄八会長)で

は、今年も清掃ボランティア活動を行いました。

合口のボランティア活動は、毘協議会に加入してい

る11団体から約200名が参加して、早朝より道路治

線の空き缶やゴミを治つての溝掃を行いました。同協

議会のボランティア活動は、本年で3回目となり、年

末慣例となっています。

9 
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第34回新春玉川村民囲碁将棋大会

参加者募集
お座敷列車で行くふれあいの旅より

東
京
は
今
、
貴
方
を

待
っ
て
い
ま
す
!

(
学
生
寮
の
入
寮
者
募
集
)

今
年
の
春
、
東
京
周
辺
の
大
学
、
短
大
な

ど
へ
進
学
を
希
望
し
て
い
る
高
校
生
、
そ
し

て
今
年
こ
そ
は
合
格
し
て
み
せ
る
ぞ
!
と
今

頑
張
っ
て
い
る
浪
人
生
の
諸
君
、
学
生
寮
を

知
っ
て
い
ま
す
か
?

学
生
寮
は
、
都
内
や
そ
の
周
辺
で
学
ぶ
本

県
出
身
の
学
生
の
た
め
に
設
立
さ
れ
、
沢
山

の
寮
生
が
勉
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
大
学

生
活
に
と
青
春
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
寮
に

は
、
寮
長
、
寮
母
が
お
り
、
い
ろ
い
ろ
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
く
れ
て
安
心
で
す
。
ま
た
、
費

用
は
左
の
表
の
と
お
り
で
経
済
的
で
す
。

近
日
中
に
来
年
度
の
寮
生
の
募
集
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。募
集
定
員
な
ど
の
詳
細
は
、

各
高
校
を
通
じ
て
御
案
内
い
た
し
ま
す
。
詳

し
く
は
事
務
局
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

財
福
島
県
学
生
寮
事
務
局

安
福
島
県
教
育
庁
一高
等
掌
校
教
青
課

担
当
加
藤
、
佐
藤

2
0
二
四
五
|
一二

|
七
七
七
五

台
福
島
県
東
京
事
務
所

担
当
斎
藤
、
鈴
木

2
0
三

!
五
二
二
一

O
一二
一
一

軍部藷主主辺左遷

男3号電 女3-察

千市63葉松8戸県-松4戸 渋3-谷7区2僑97谷

所((交新通宿在機ま関で地) ) 
車常回磐線徒線松歩戸10干駅分i下t 

5司王線笹i歩家

駅15下分車徒

約60分 約20分

募集予定 (4全5室名個程室度) (125人名程1室度) 

入療時寄付金 30.000円 30.000円

宝 署員 ~I 19，500円 18，000円

j舌 光熱水質 2，500円 1，000円

食 ロ 21.800円 22.300円
~ 

言十 43，800円 41.300円

新春恒例の玉川村民囲塁将棋大会を次により開催

します。愛信者多数の参加をお待ちしております。

φ日 時 平 成9ifl月26日(日)午前9時開始

(受付午前8時30分~8時50分)

玉川村就業改善センター 日本間

村内に居住する小掌生以上の方若しく

は村内事業所等に勤務している方

囲塁、将棋とも級別のリーク戦方式

参加申込書に参加費600円(昼食代)

を添えて玉川村公民館に申込みしてく

ださい。

@申込締切日 平成9年 1月14臼ω (期日厳守)

φその他 申込後参加できなくなった場合、参加

費はお返ししません。

@会場

@参加資格

@試合方法

@申込方法

日1圃司直の健康とよみ

股関節脱臼検診・・ ・・・ ・・・・・・・・ ・・・・石

午後 1時'"'-'2時 受

すくすくクラブ ・..........・・・・・ ・保

午前9時30分 受

10日(金) 乳幼児健康相談 ・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・ 保

午前10時~ 受

1歳児お誕生健診・..............保

午後 18寺~

22日(水) 三種混合予防接種・・・・・・・・・・・・・・・ 5買

午後 1時~
国親教室-・ ・・・ ・・・ 田・・............保

午後6時15分~ 受

23日(木) 三種混合予防接種・・・・・・・・・・・・・・・ 保

午後2時~ 受

24日(金) 3歳児健診.....................保

午後 1時 壁

.1月

8日(水)

9日(木)

............ .保

"'" ふく

石

戸ス
ム<.

すくすくクラブ・ ・・

午前9時30分
12日(水)股関節脱臼検診

午後 1時'"'-'2時

.2月

6日(木)

いすみ幼稚園児募集
すがま

泉保育所入所
希望者募集

レポートボイス・
寄付ありがとうございます

平成9年度に入園する玉川村立却稚園

の園児を募集します。

.対象児と募集定員

[いずみ鈎稚園]

玉川村に居住し、平成3年4月2日

から平成4年4月1日までに笠まれた

幼児。 120名

[すがま却稚園]

玉川村に居住し、平成3年4月2日

から平成5年4月1日までに生まれた

幼児。100名

.申込期間

平成9年 1月13日円から平成9年

1月24日@まで

.申込方法

幼稚園にある入園願書に必要事頂を

記入して、告幼稚園に申し込みしてく

ださい。なお、印かんが必要になりま

すので、忘れずに持参してください0

・その他

現在、すがま幼稚園に入園している

園児(4歳児)が引き続き入園を希望さ

れる場合は入園願書の提出はいりません。

なお、不明な点は玉川村教青委員会

(n57-4633)までお問い合わせくだ

さい。

平成9年度に泉保青所への入所を希

望する幼児を募集します。

.対象児と募集定員

満 1歳以上から小学校就掌前の幼

児、80名。
.保育時間

午前8時30分から午後5時まで0

.入所基準

却児の保護者、特に国親が就労、病

気などの理由で保青することができ

ず、更に同居している人も保育にあた

ることができない場合。

・保育料

所得税などの課税額により決められ

ます。

.申請期間

平成9年 1月6日目'"'-'1月20日⑧
.申請場所

玉川村役場住民課

.申請に必要な物

就労証明、印かん、保険証

・その他
引き続き入所を希望する場合も申請

がl必要です。

なお、不明な点は玉川村住民課 (n

57-4624)までお問い合わせください。

。喜5しと電気安全O
-ぬれた手で電気器具に触れないで。

ところでお母さんたちは、毎日洗濯や炊

事で水をお使いでしょうが、電気器具をご

使用になるときは、くれぐれも手を良く拭

いてからスイッチやプラグを扱いましよう。

また、停電やお客さまが来られてその境

を離れるときは、電熱器やアイロンの電源

をl必ず切るようにしましょう。

建設省の諮問機関である道路審議会で

は平成10年度からスター卜する新しい道

路計画をつくるにあたり、皆さんからの

意見を取り入れた計画とするため、f21世紀

のみちを考える委員会 I森地繁委員長(東

京大掌教授)Jを設け、「キックオフ ・レポ

ートJ;を用いて、今年5月~7月にかけて

皆さんから、「みちJに対するご意見を募

集しました。お寄せいただいたご意見は

全国の約3万5千人の方から意見件数は

11万件を越えました。この意見を分析、

検討して、この度「ボイス-レポー トjとし

てとりまとめ発表しました。

「ボイス・レポートJについては、以下に

お問い合わせください。

古建設省東北地方建設局郡山国道工事事

務所調査課 n0249-46-0333 

合福島県庁土木部道路建設課 n0245-

21-7468 

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付 をいただきました。
厚く御礼申し上げます。

記
・義生の真弓勝昭さんから 3万円

・南須釜の小原一部 さんから 3万円
・-龍斎貞花さんから 2万円

(村社会福祉協議会)

高閉瞳守 国国村民民
年健県 4τ27 』
金康

干ず~し月27 保 1呆民 月
日険険 の

制め仁手う正 2ワ? 『 料月分1税第期7税第期4 

納
税
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なが
一
=
周
辺
寺
釜
崎
生
釜
屋
田耳

川

諸

法

須

中

須

小

吉

凱

村

に

小

川

岩

北

竜

蒜

南

山

四

川
下

玉
以
オ
力

お誕生おめでとうございます|
(12月上半期届出分)

出生児氏名 保護者名

浅 川遥 修

石 井智大 喜義

.陰湿・記r.，'IE彊理事~重岨E
(12月上半期届出分)

年 齢 世 帯 主名

87 操

84 幸 子
74 隆次

死亡者氏名

矢 部丈雄

真 弓ハルノ
小林キヨ

キ
タ
ナ
ヒ
ミ
ヤ
ヨ

地区

岩法寺

竜 崎

区

辺

生

崎

F平成10年2月実施の

新郵便番号のお知5せ
郵政省では 、 平成 10~2 月 2 日目か

ら現在の3けた又は5けたの郵便番号を

アけたにすることとしております。つき

ましては、新郵便番号簿は、本年8月以

降ご家庭に配布することとしております

が、現在お住まいの地域の新郵便番号を

お知らせいたします。

地

川

蒜

竜

.Jlf辺の矢部操さんから 5万円
・竜崎の小林経次さんから 5万円
・東京玉/1/会からふるさと福祉事業として

197.190円

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

村
公
民
館

夫
の
帰
還
ひ
た
す
ら
念
じ
糸
の
ご
ピ
細
さ
生
活
に
身
を
削
り
し
日
も

針

.t$.. 
去三、

里

先
生
は
白
今
一
人
の
身
に
あ
ら
ず

今
日
も
わ
れ
ら
の
歌
の
導
き

吉
田

サ
ヨ

風
雪
に
か
た
む
く
ま
ま
の
野
仏
に
一
輪
の
菊
咲
き
匂
い
お
り

溝
井
は
な
よ

全
快
の
祝
い
に
戴
き
し
ピ
ラ
カ
ン
サ
赤
黄
ま
じ
リ
で
た
わ
わ
に
実
る

真
弓

は
ん

呆
け
防
止
に
友
ピ
始
め
た
将
棋
差
し
お
恭
も
飲
ま
ず
の
熱
戦
つ
づ
く

生十

_，_ 
『了

次

新
設
の
街
灯
も
ど
き
に
彩
う
す
れ
る
提
灯
の
灯
に
訣
の
揺
れ
て

吉
田

英
祐

野
も
山
も
衣
替
え
す
る
風
立
ち
て
か
ら
か
ら
と
音
に
う
た
う
鬼
火

素
直
に
と
期
待
の
親
を
裏
切
リ
て
巣
立
ち
の
子
ら
の
変
身
の
白
由

小
針
み
ね
子

長十

愛
子

10 11 



泉
・
須
釜
両
中
学
校
創
立
印
周
年
記
念
特
集

恩
闘
を
訪
ね
て
⑧

玉川村役場 n(0247)57 -3101編集/総務課印刷/(有)円谷印刷(毎月 15日発行)

よ
歪
が
須
釜
中
学
校
に
在
職

し
て
い
た
当
時
の
思
い
出
深
い

出
来
事
と
言
え
ば
・
:・

「
生
徒
会
主
催
の
蕗
取
で
し
た
。

生
徒
会
費
が
足
り
な
く
て
生
徒

全
員
で
汗
を
流
し
て
働
い
て
、

部
活
動
や
運
営
費
に
充
て
て
い

ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
野
球

部
全
員
で
篠
切
り
を
し
て
、
ボ

ー
ル
代
や
パ

ッ
ト
代
に
し
て
い

ま
し
た
。」

i
ヨ
時
の
須
釜
中
学
枝
の
笠
徒

の
印
象
は
?

「
純
朴
で
素
直
で
明
る
く
働
き

者
が
多
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
。
特
に
「
た
ば
こ
」
を

乾
燥
さ
せ
る
と
き
の
仕
事
な
ど

に
は
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
手

伝
い
を
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。」

発行/福島県石川郡玉川村大字小高字中畷 9

二本松市出身。福島大学卒。磐城中、朝

日中、須釜中、熱海中、行健中、日和田中、

湖南中、守山中で教鞭を執り現在は、福島

県教育庁スポーツ健康課に勤務。趣味は、

スポーツ鑑畠と野球。郡山市安積町に妻、

ミ子供3人、義父との5人暮らし。

ー
地
域
の
人
達
と
の
「
ふ
れ
あ

い
」
で
思
い
出
さ
れ
る
こ
と
は
?

「
P
T
A
作
業
で
土
手
に
つ
つ

じ
の
苗
を
植
え
て
環
境
美
化
に

努
め
た
こ
と
で
す
ね
。」

ー
須
釜
中
学
校
で
し
か
で
き
な

か
っ
た
こ
と
っ
て
伺
か
あ
り
ま

シリーズ 「たまかわの俗地名」
べっとう

『別当Jの由来(北須釜)

し
た
か
っ
・

「
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」

斗
歪
の
担
当
教
料
と
須
釜
中

学
校
の
在
職
期
闘
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

「
保
健
体
育
で
し
た
。
ま
た
、

野
球
部
の
顧
問
を
し
て
お
り
ま

北
須
釜
字
東
関
地
内
矢
吹
忠
男

氏
宅
を
地
元
で
は
通
称
「
べ
っ
と
」

と
呼
ん
で
い
て
、
老
人
達
の
間
で

は
現
在
も
「
べ

っ
と
の
亡
き
忠
治

お
ん
つ
あ
」
と
言
え
ば
す
ぐ
分
か

る
。
時
代
は
定
か
で
は
無
い
が
、

矢
吹
忠
男
氏
宅
の
裏
山
に
明
神
様

あ
じ
す
き
た
か
ひ
こ
ね
の
み
こ
と

が
あ
っ
て
、
「
味
鋤
高
彦
根
命
」

を
祭
神
と
し
た
神
社
で
あ
っ
た
。

矢
吹
氏
の
先
祖
が
祢
宜
を
務
め
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
、
須

釜
神
社
跡
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

先
祖
が
別
当
職
に
あ
っ
た
と
こ
と

か
ら
の
地
名
が
残
っ
た
と
い
う
事

松号

本E

真
先
生

し
た
。
在
職
期
間
は
3
年
間
で

し
た
。」

ー
野
球
部
で
の
活
動
は
い
か
が

で
し
た
か
。

「学
法
石
川
の
野
球
場
が
出
来

た
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当

時
、
古
殿
町
の
竹
貰
中
と
対
戦

し
て
延
長
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
県
大
会
出
場
出
来
な
か

っ
た
こ
と
が
た
い
へ
ん
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
せ
竹
貫

中
は
そ
の
年
、
県
大
会
で
優
勝

し
た
の
で
す
か
ら
。」

ー
先
生
の
近
況
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

「
現
在
は
、
県
の
教
育
庁
ス
ポ
ー

ツ
健
康
課
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。」

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
思
師
の

ご
紹
介
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

で
あ
る
。

な
お
、
永
事
元
年
時
代
に
は
森

殿
と
東
関
、
東
ノ
内
の
三
ヶ
所
に

神
社
が
有
り
、
文
安
元
年
第
十
三

代
大
寺
城
主
光
義
公
が
現
在
の
須

釜
神
社
の
地
に
移
転
し、

藤
原
鎌

足
公
、
藤
原
義
識
公
、
味
鋤
高
彦

根
命
の
御
霊
を
勧
請
し
て
祭
神
三

柱
と
し
酢
釜
大
明
神
と
改
め
た
。

更
に
明
治
二
年
に
矢
吹
貞
次
郎
翁

が
上
京
し
て
須
釜
神
社
と
改
称
し

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

※
別
当
職
と
は

1
寺
の
事
務
を
統
轄

し
た
職
を
い
う
。

(
草
野
今
朝
夫
)

心i減る 髄
我がふるさと

f楽しかった郷社の思い出J

埼玉県浦和市

大木靖邦さん

(南須釜出身・大木吉邦さんの弟)

EZ導型臨書11忌詞~jI;I
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
の
心
に
残
る
玉
川
は
、
今
年
の

正
月
に
も
大
勢
の
初
詣
の
人
で
賑
わ
っ

た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
郷
社
「
都
々
古
別

神
社
」
で
す
。
こ
こ
で
は
良
く
遊
び
ま

し
た
。
手
造
り
の
バ
ッ
ト
、
板
の
ベ

ー

ス
、
下
駄
箱
を
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
に
小
学

生
の
私
た
ち
が
野
球
を
す
る
の
に
程
良

い
広
さ
の
境
内
で
し
た
。
夢
中
に
な
っ

て
近
く
の
実
家
か
ら
大
声
で
呼
ば
れ
て

帰
る
こ
と
が
毎
日
の
よ
う
に
続
き
ま
し

た
。
他
に
も
盆
踊
り
、
秋
祭
り
、
メ
ン

コ
、
ビ

l
玉
、
陣
取
り
ゲ

l
ム
な
ど
楽

し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
で

も
帰
郷
の
時
に
は
長
い
石
段
を
昇
っ

て
、
お
詣
り
を
し
て
、
実
家
の
子
供
た

ち
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、
以

前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
郷
社
に
懐
か
し

い
心
の
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

空
港
、
道
路
、
学
校
と
全
て
が
新
し

く
な
り
、
古
い
景
色
が
少
な
く
な
っ
て

い
く
玉
川
に
残
る
、
数
少
な
い
場
所
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
広
報
「
た
ま
か

わ
」
で
シ
リ
ー
ズ
で
載
っ
て
い
た
思
い

出
の
写
真
は
楽
し
み
に
し
て
い
た
ペ
ー

ジ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
終
了
し
て
し
ま

い
残
念
で
す
。

編
集
委
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
で
広
報

「
た
ま
か
わ
」
を
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ

て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
企

画
か
ら
発
行
ま
で
大
変
な
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
玉
川
を
も
っ
と
広
く
、
深
く
全

国
に
知
ら
せ
る
よ
う
な
広
報
作
り
を
し

て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。私

の
住
ん
で
い
る
浦
和
市
も
政
令
指

定
都
市
化
と
ワ
ー
ル
ド
杯
サ
ッ
カ
ー
場

の
問
題
で
マ
ス
コ
ミ
に
載
る
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
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